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５月３１日の代議員会において，会長として承認をいただき 3期目となりました。気持ちを新た

に，微力ではございますが，精一杯頑張りたいと思いますので，どうぞよろしくお願いいたします。 

「会員相互の連携をもとに学校事務の研究，学校事務職員制度の確立を推進し，会員の資質向上

を図り，もって本県学校教育に寄与する」が島事研の目的です。すべての会員が島事研の目的を念

頭に置き，学校事務職員の果たす役割とは何かを考え，行動（実践）ができるための支えとなる研

究会として取組を進めることを島事研活動の基本方針といたしました。そして，重点的取組は次の

とおりです。 

①「島事研ビジョン２０２０」を会員相互で共通理解し，より良い島事研活動を推進します。 

②島事研の目的達成に迫れるよう，研究大会及びセミナーを開催します。 

③ＩＣＴ等を活用し各事業の効率化と浸透を図り，会員に還元できる取組を推進します。 

④「島事研ビジョン２０２０」の総括及び次期島事研ビジョンの策定について検討します。 

以上の基本方針及び重点的取組を意識し，役員会及び各事業部（研究部・研修部・情報部）が取組

を進めますので，皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

最後に，主要事業であります研究大会及びセミナーについて，お知らせいたします。 

【第５４回島根県公立小中学校事務研究大会】 

期日は令和６年１１月１４日（木），会場は島根県民会館です。日程等は，終日開催で講演・総

会・第六次研究中期計画中間まとめとし，ハイブリット型で行います。 

【第１６回島根県学校事務セミナー】 

期日は令和７年 1 月３１日（金），会場はパルメイト出雲です。日程等は，午後からの半日開催

で講演・演習とし，参集型で行います。 

詳細につきましては，開催要項をご覧いただき，多くの方の参加を期待しております。 

 

会 長   吉 賀 孝 則 

第54回島根県公立小中学校事務研究大会 

講演講師 千葉工業大学 工学部 准教授 福嶋尚子 氏  

演題 「隠れ教育費軽減のための財務改善」 
保護者負担軽減、就学援助、世の中の現状、財務改善に具体的に取り組める 

きっかけづくりにつながる講演をしていただきます。 

みなさんの参加 

お待ちしています！ 
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研修部では，研究大会の企画，セミナーの企画・運営，研修制度の確立，研修の

充実について活動を行っています。今年度は研究大会の開催，学校事務セミナーの

開催に向け準備を進めていきます。 

学校事務職員の職務が「事務に従事する」から「事務をつかさどる」に改正され，学校事務職員がより主体的・積

極的に校務運営に参画することへの期待が込められるなか，新規採用学校事務職員の研修の充実を図ることを急務

とし，「新規採用学校事務職員研修プログラム（案）」を作成，提案をしています。このプログラムの提案も５年目を

迎え，昨年，活用状況についてのアンケートを行いました。アンケート結果を踏まえ，会員の皆さまにもっと活用し

ていただけるよう改善をしていきたいと考えています。 

また，任命権者研修についても受講者にアンケートを実施し，今年度の研修の在り方等も含め教育センターへ提

案をしています。研修内容の検証を行い，教育センターと情報交換をしながら研修の充実につながる活動をしてい

きます。 
 

研修部長：土井こずえ（青陵中） 副部長：久利美香子（温泉津小）  

部員：柳浦悦子（川津小） 花松ひとみ（出東小） 曽田晃子（西田小） 高木祐介（赤名小） 安達はるか（頓原中） 
 

 

 

情報部の主な活動内容は，広報誌「爽」の発行です。今年度も３回発行の予定で

す。会員の皆さんにとってためになる内容にしたいという想いで，広報誌づくりに

取り組んでいるところです。 

 また，島事研ホームページの管理・運営を行い会員の皆さんや関係諸機関等への情報発信を行っています。県内

外の研究大会の情報や，県内の事務グループ等の取組も随時掲載しています。発信された情報がもとで，会員相互

の交流や取組の参考になれば幸いです。 

広報活動の他に，事務職員情報の収集・整備や，全事研調査の協力も行っています。６月には事務職員調査にご協

力いただき大変ありがとうございました。結果は研究集録に掲載されます。 

島事研の活動を皆さんにわかりやすく伝えられるよう，広報誌，ホームページづくりに取り組みたいと思ってい

ます。よろしくお願いします。 
 

情報部長：坂井佳恵（大田二中） 副部長：野上 佳（弥栄中） 
部員：天津史子（川本小）  久保田雅之（美川小）  蘿  恵（大田一中）  岩谷勇良（鳥井小） 

 
 

 

事務局では予算管理，連絡調整，情報収集・提供，渉外活動等を行っています。  

近年は，学校における ICT 環境整備も進み，オンラインを活用した研修会等が多く

開催されています。島事研でも理事会や代議員会等をオンライン開催しており，出席

される皆さまの負担軽減（主に移動時間）を図ることができました。予算面では物価の高騰もあり，事業部など様々

なところで経費削減に努めておりますが，オンラインの活用はこの面でもメリットが感じられました。ただ，対面

型と異なり活発な意見交換に繋がりにくいとも感じていますので会議運営の工夫を図っていきたいと思います。 

今年度の研究大会もハイブリッド開催を計画し，松江教育事務所管内研究大会準備委員会の皆さま

に準備を進めていただいています。現地での参加が難しい方も是非，オンラインでの参加を検討いただ

ければと思います。 

おわりになりますが，島事研活動が円滑に行われるよう取り組んで参りますのでよろしくお願いいたします。 
 

事務局長：山本一希（江津中） 事務局次長：宮内裕樹（吉田小） 事務局員：板持和史（古志原小） 土尾奈央（稗原小） 

研 修 部 

情 報 部 

事 務 局 
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「基礎研究」と「応用研究」 
 

 

今年度は第六次研究中期計画の中間まとめの年度となっています。 

 研究大会では研究部より「基礎研究」のまとめと「応用研究」についての説明を行う予定です。ということで，

ここで「基礎研究」と「応用研究」の関係性と私たちの研究活動について，お伝えしたいと思います。 

 

〇「基礎研究」と「応用研究」の関係性と私たちの研究活動 

 

 「第六次研究中期計画」の中の文言を読むだけでは，関係性がイメージしにくいと思います。そこで，具体的な

例で考えてみましょう。皆さんが普段よく使うもので「洗濯洗剤」があります。 

現代のものの移り変わりを確認すると，次の表のとおりとなります。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

このように，「粉洗剤」から始まったものが「液体洗剤」へ変化し，同じ「粉洗剤」でも一度に使用する量が減

ったり，「液体洗剤」も小型化・プッシュ式，ボール状になったりしています。また，洗濯洗剤に求められる機

能についても，時代や社会の情勢によって変化・追加されています。 

つまり，「基礎研究」によって生み出された「粉洗剤」が，「応用研究」により様々な形に変化・進化していると

言うことができます。そして最近では新たな「粉洗剤」も開発されるなど，「粉」→「液体」→「粉」と円環的な

研究もなされています。 

これは，私たちの研究活動にも当てはまると考えます。 

皆さまがここまで行ってきた「基礎研究」を，似たような取組をしている人やしたい人と一緒に行った場合，新

たな気づきを得られるかもしれません。「応用研究」として取組を見直したり，視点や手法などを変えたりするこ

とで，取組がより様々な形に変化・進化していくのではないでしょうか。 

研究題材は，以前からあるものかもしれません。しかし，私たちが普段行っている「業務」や「仕事」は時代や

社会の情勢によって変化し続けています。そこに向き合い，研究し続けているからこそ，新たな発見や仕事の深化

につなげることができるのだと思います。 

 研究部が考える「基礎研究」と「応用研究」のつながりについては，今年度の島事研大会でご説明します。研究

大会に参加いただき，「第六次研究中期計画」の後半部分の内容について理解を深めていただくよう，お願いいた

します。 

 

研究部長：沖田和彦（益田小） 副部長：木戸清治（仁摩小）   

部員：石原菜奈子（松江二中） 渡部大吾（磯小） 友塚 暁（掛合中） 光谷和也（海潮小） 長本法恵（津和野小）    

研 究 部  

1950年代 

 

1970年代 1980年代 1990年代 2000年代 2010 年代 

約 1/4 の大きさ

になり計量スプ

ーンがつく 

小型で白く洗い

上がる 

洗濯と同時に除

菌ができる。 

キューブ・ボール型 

液体洗剤の超小型化 

プッシュ式液体洗剤 

「時短・節水」洗濯機

と合わせたものに変

化 

 

溶け残りがない 

大きく重たい容

器の粉洗剤 

袋入りの粉洗剤 

液体洗剤の登場 

袋入 

粉洗剤 
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研修報告：新任事務リーダー研修を受講して 
                                         浜田市立今福小学校    又賀 範恵 

 

5 月 24日に島根県教育センターにおいて，新任事務リーダー研修を受講しました。 

本年度は，受講対象者が5名でした。少人数でしたが参集しての研修でしたので，受講者同士が顔を合わせ

たことで得るものが多くありました。 

 

研修内容は  １．教職員の倫理・服務   ２．事務リーダーの職務  ３．組織マネジメント  でした。 

 

倫理と服務については，「教職員としての心構えや服務等について理解し，自覚を高める」ことがねらいとなっ

ており，経験者研修の際には必ず行われる研修です。機を捉えて，地方公務員法という原点に立ち，宣誓書を記

入した時の自身の初心を忘れずに，と言われていると感じます。不祥事防止のためには，「仕事に対する誇りを高

めること」「当事者意識を高めること」「不祥事防止に関する知識を得ること」が大切とのことでした。慌ただしく

過ごしている時にこそ，当事者意識に留意することや県民目線・保護者目線を意識して職務を遂行することを，よ

り心掛けなければいけないと思いましたし，自分の日頃の姿勢を子ども達は傍で感じているのだろうと，改めて気

を引き締めることができました。 

 

事務リーダーの職務では，「事務リーダーの職務を理解する」ということで，人材育成基本方針をもとに事務リ

ーダーに求められる資質能力についてのお話を伺いました。グループに対して視座を高く持つこと，グループ内

の管理職と情報を共有することや連携を図ることの重要性等，事務リーダーとして求められる資質能力について

具体的に教えていただきました。「チームとしての学校」の中で求められる事務職員の役割を考えた時，グループ

内のどの学校においても，経験年数に関係なく事務職員としての職責を同じように果たせるようにしていくことが，

事務グループの役割であると認識することができました。 

  

 組織マネジメントについては，「学校組織マネジメントについて理解を深め，学校運営において事務リーダー

の果たす役割を理解する」ということで，同日開催された新任校長研修と合同で実施されました。多種多様な人

材をマネジメントする校長への講義でしたので，校長の職責の大きさに圧倒されつつも，事務リーダーや事務グ

ループに置き換えて考えられる内容も多くあり，大変参考になりました。他校の校長，しかも複数の校長とグルー

プで話すというのは初めての経験で戸惑いましたが，「グループの校長と連携する」というイメージを持つことが

できました。協働の中でしか得られない考えや発想を，忙しい中でいかに受け取るかを工夫しなければならない

と思いました。 

 

今回の研修を受講して，職名が変わったことを改めて実感しました。グループの構成員

や地域性により，事務リーダーとして求められる役割や，果たすべき役割は変わると思

いますので，協働を心掛け，その都度自身の果たすべき役割を柔軟に判断していけるよ

うになりたいと思いました。 
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島根県教育庁学校企画課  

主任 安達 公一  

 

  学校企画課勤務となり，２年目を迎えました。 

  課には，小・中・高・特別支援学校それぞれに籍を置く教員をはじめ，県職員，県任用の会

計年度任用職員，私と同じく人事交流中の学校事務職員など，さまざまな職種のスタッフが勤

務しています。 

皆さんが分野の異なる専門的な知識や経験を持っておられるので，協議の場でのやり取りや

業務外での雑談，作成された起案文書の内容等，あらゆる場面で「こんな視点があるのか」，「こ

うすれば要点を簡潔に伝えられるのか」と新しい学びや気づきがあふれています。自分の実力

不足を痛感する日々ですが，特有の緊張感と刺激を味わうこともでき，毎日がとても充実して

います。 

私は昨年１年間，人材育成スタッフという部署で，主に学校事務職員の研修の運営や人材育

成基本方針の改定作業に関わらせていただき，今年度は企画人事スタッフという部署に変わり，

主に非常勤講師に関する業務を担当しています。 

また，今年度はスタッフの人員が減りましたが，皆さんはＯＮ・ＯＦＦの切り替えが驚くほ

ど早く，メリハリある仕事をすることでプライベートも確保しておられ，私の働き方に対する

意識を改めるきっかけにもなりました。 

昨今，学校現場の労働環境については課題が多い傾向にあると捉えており，課でも教職員の

働き方改革や業務改善等，あらゆる取組を進めています。その中でも昨年度，業務先で伺った

ある校長先生の言葉が印象に残っていますので，ご紹介します。 

 

「自分たち（教職員）がこれまで一生懸命やってきたこと，やってきた場所，あるいは職そ

のものが否定されているような感覚にさいなまれることもあるかもしれない。だが，子どもた

ちへの教育に対する信念とプロ意識は決して手放してはならない。」 

 

この言葉から人材育成（成長）の土台となるものは，自分の職に対する「誇り」と「責任」を

持つことであると感じました。 

自分自身，微力ながら課の皆さんとともに，今後も教職員の方々が誇りを持って働くことの

できる仕組みや環境づくりに努めていきたいと思います。 

  学校企画課に勤務して 



島根県公立小中学校事務職員研究会  広報「爽」第８０号 

- 6 - 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【編集後記】 

先日ふと空を見上げると虹がかかっていました。「虹の色は何色ですか？」と聞かれると，7色と答える

人が多いと思います。日本では赤・橙・黃・緑・青・藍・紫の 7 色ですが，アメリカでは 6 色，ドイツでは 5

色とされているそうです。3 色，2 色とする国もあるということを最近知りました。文化によって虹の見方も

様々なのですね。自分では当たり前と思っていることが他の人にとっては当たり前ではない，ということを

改めて思いました。（T.M） 

作･画：佐伯圭一  

 八川小学校は全校児童４７名の学校です。児童数は

少ないですが皆元気いっぱいで，私も元気をたくさん

貰っています。学校のすぐ側には木次線があり，昨年

惜しまれつつもラストランを迎えたトロッコ列車「奥

出雲おろち号」が走っていました。休み時間や体育の

授業と運行が重なることも多く，子どもたちが列車に

向かって「おーい！」と元気よく手を振る姿も，今年

からは見られなくなり少しさびしさを感じています。 

また，校庭には立派なイチョウの木があり，児童の

みならず地域の方々にも親しまれています。奥出雲町

遺産にも認定され，秋にはきれいに学校を彩ります。

職員室まで届くほどのギンナンの匂いが玉に瑕です

が，実の収穫や落ち葉の掃除は地域の方々にもご協力

いただき，地域交流学習の一環になっています。 

魅力がたくさんある本校ですが令和７年３月，学校

開校 150 周年の節目とともに閉校します。奥出雲町

横田地域において昨年度は鳥上小学校が，今年度末に

八川，横田，馬木小学校が閉校となり，令和７年度よ

り統合して新たなスタートを切ります。現在児童は来

年度に向け，３校による各学年合同・交流学習を行っ

ています。学校事務の面でも文書や備品の移動や廃棄

など準備を進めているところです。４年間勤務させて

いただいた八川小学校が閉校となるのはさみしいで

すが，児童や教職員が安心して次の学校へと向かえる

よう頑張っていきたいと思います。 
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奥出雲町立八川小学校 

 伊藤 博晃 


